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犯罪被害者を地域で支える市民講座 第 2 回               2010 年 1 月 28 日 

犯罪に巻き込まれた被害者の心理 

                 静岡県臨床心理士会  神部 英子 

 

１．さまざまな犯罪被害 

殺人 傷害 交通事故 性犯罪 ＤＶ 虐待 盗難 詐欺 

 

２．被害者もさまざま 

  被害者本人  家族  目撃者  友人 知人 

 

３．被害の多様性 

  身体的被害   経済的被害   精神的被害 

 

４．被害の経過を追って 

 ◇被害直後（超混乱期） 

  すさまじい恐怖 

  無力感 

  マヒ状態 感覚の異常 冷静な判断ができない 

 

 ◇とにかくやることはやらねばの時期（混乱期） 

  司法解剖等被害者に対する調査   警察の事情聴取 

  身体の治療     損害の修復 

  葬儀 

  マスコミの取材 

  家事、他の家族の生活もある 

 

 ◇体への影響 

  ケガ、病気 

  睡眠障害  食欲不振 

  心身症  免疫機能不全 

  疲労  頭痛 肩こり 

 

 ◇急性ストレス反応 ＡＳＤ（Acute Stress Disorder）資料１参照 

 

 ◇ＰＴＳＤ（Post Traumatic Stress Disorder）資料２参照 

 

  ◇心への影響（さまざまな感情がわいてくる） 

  否認 

  怒り 
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  悲嘆 

  無力感   抑うつ感 

  自責感   罪悪感 

  恥辱感   屈辱感 

過剰な警戒心  恐怖心 

  疎外感  焦燥感 

  復讐心 

  未来への希望がなくなる 

  自信がなくなる 

  他人への信頼感がなくなる 

 

 ◇二次被害 被害そのものだけでなく、周りの人や社会の言葉や行動に傷つく 

  警察、検察等の司法機関での事情聴取、面接 

  医療関係者の対応 

  マスコミの取材、報道の内容 

  近隣のうわさ 

  家族の態度 

 

 ◇三次被害 家庭生活、社会生活に支障をきたす 

  転居 

  失業 転職 

 

５．被害者が回復するための方策  支援者ができること 

 ◇混乱しているときには 

  安全の確保 

日常生活を取り戻すための生活支援  

孤独感、無力感に対する支援 

 

 ◇混乱が収まってきたころ 

  服喪追悼を行う 

  カウンセリング 

  自助グループへの参加 

 

 ◇さらに回復を求めて 

  公の場で被害体験を語る 

  犯罪行為に対する怒りを建設的な形で表す 
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６．支援者の姿勢 

 被害者を批判したり、非難したりしない 

 被害者の感情や経験を共感を持って受け止める 

 被害者の意見、選択を尊重する 

 支援を押し付けない 

支援者は救済者ではない（被害者に代わってやってあげる人ではない）という姿勢で 

 被害者が自律を取り戻せるように力づける 

 

７．支援者への支援も必要になる 

 代理受傷 逆転移 燃え尽き 疲労 ストレスなどには対策を考える 

 スーパービジョン 

 個人で対応せずチームで当たる 

 

８．精神的被害に対する支援を行う機関・組織 

 ・ＮＰＯ法人静岡犯罪被害者支援センター 

 ・静岡市こころの健康センター 

・ＣＲＴ（Crisis  Response  Team）：静岡県精神保健福祉センター 
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